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♯008Ｐ
Ｃ
建
協
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　

令
和
５
年
１
月
17
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で

「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
と
し
て
人
数
を
制
限
し
て
開
催
し
ま

し
た
が
、
２
３
２
人
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
佐
藤
信
秋
参
議
院
議
員
、足

立
敏
之
参
議
院
議
員
、
見
坂
茂
範
国
土
交

通
省
大
臣
官
房
技
術
調
査
課
長
、
菊
川
滋

日
本
道
路
協
会
会
長
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

森
拓
也
Ｐ
Ｃ
建
協
会
長
は
「
Ｐ
Ｃ
建
協

設
立
か
ら
今
年
で
68
年
に
な
る
中
、当
業
界

も
ま
た
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
技

術
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、よ
り
魅
力
的
な

業
界
と
し
て
い
く
た
め
に
も
新
し
い
ビ
ジ
ョ

ン
を
５
月
に
発
表
し
、
こ
れ
を
基
に
こ
れ
ま

で
以
上
に
活
気
に
あ
ふ
れ
た
業
界
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
新
年
の
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。続
い
て
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
２
０
２
３

「
進
化
す
る
技
術
と
社
会
へ
の
貢
献

Ｐ
Ｃ
建
協
の
未
来
地
図
」発
表

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
新
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ
２
０
２
３
（
呼
称
：
ビ
ジ
ョ
ン
ニ
ー

ゼ
ロ
ニ
ー
サ
ン
）」を
令
和
５
年
５
月
に
発

表
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
進
化
す
る
技
術

と
社
会
へ
の
貢
献　

Ｐ
Ｃ
建
協
の
未
来
地

図
」で
す
。Ｐ
Ｃ
建
協
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

は
平
成
29
年
以
来
６
年
ぶ
り
３
回
目
で
す
。

　

現
在
の
Ｐ
Ｃ
業
界
は
大
転
換
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。昨
今
の
Ｐ
Ｃ
工
事
は
、
高
速
道

路
の
大
規
模
更
新
や
修
繕
事
業
が
全
体
の

約
半
分
を
占
め
、会
員
各
社
も
同
分
野
へ
の

事
業
拡
大
と
関
連
技
術
の
開
発
取
り
組
み

を
加
速
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
担
い
手
確
保
、

処
遇
改
善
、働
き
方
改
革
、２
０
２
４
年
度

か
ら
の
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
規
制
、

さ
ら
に
脱
炭
素
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く

の
解
決
す
べ
き
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

新
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
変

▲ PC建協新年賀詞交歓会の様子

▲ Vision2023表紙

▲ 新年の挨拶を述べる森会長

化
に
応
じ
て
Ｐ
Ｃ
技
術
を
進
化
さ
せ
、
さ

ら
に
魅
力
的
な
Ｐ
Ｃ
業
界
の
実
現
を
目
指

す
た
め
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

新
ビ
ジ
ョ
ン
が
Ｐ
Ｃ
事
業
の
従
事
者
の

羅
針
盤
に
な
れ
ば
、
ひ
い
て
は
多
く
の

人
々
が
Ｐ
Ｃ
建
協
の
活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
東
北
支
部
）

国
道
１
１
４
号（
山
木
屋
１・２・３
工
区
）、

国
道
３
４
９
号（
大
綱
木
１
・
２
工
区
）開

通
　

令
和
５
年
３
月
21
日
に
福
島
県
川
俣
町

の
国
道
１
１
４
号
山
木
屋
１
・
２
・
３
工

区（
延
長
約
10
㎞
）及
び
国
道
３
４
９
号
大

綱
木
１
・
２
工
区（
延
長
約
４
・
２
㎞
）が

開
通
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
町
内
の
復

興
再
生
道
路
整
備
は
完
了
し
ま
し
た
。

川
俣
町
中
央
公
民
館
で
の
開
通
式
は
自
治

体
関
係
者
な
ど
80
人
が
出
席
し
、
和
太
鼓

演
奏
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、く
す
玉
開
披
で
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
の
他

・  

福
島
県 

い
わ
き
石
川
線　

石
川
バ
イ

　

パ
ス
２
工
区

・ 

福
島
県 

県
道
広
野
小
高
線　

浜
街
道

　

毛
萱
工
区
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17
・
８
㎞
）が
片
側
一
車
線
開
通
し
ま
し
た
。

こ
の
開
通
に
よ
り
、
九
州
が
宮
崎
県
日
南

市
か
ら
福
岡
県
北
九
州
市
ま
で
南
北
に
一

本
の
高
速
道
路
で
結
ば
れ
ま
し
た
。ま
た

宮
崎
市
と
日
南
市
間
の
移
動
時
間
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
、
観
光
や
地
場
産
業
の
振
興
、

さ
ら
に
大
規
模
災
害
時
に
は
緊
急
輸
送
道

路
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

日
南
市
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
で
の
開
通
式

に
は
地
元
関
係
者
な
ど
２
５
０
人
が
出
席

し
、開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
の
他

・ 

福
岡
県　

国
道
３
号
線
黒
崎
バ
イ
パ
ス

・ 

熊
本
県　

熊
本
天
草
幹
線
道
路
、
本
渡

道
路
及
び
今
釜
新
町
港
町
線

・ 

沖
縄
県　

読
谷
村
道
比
謝
牧
原
線 

大

湾
大
橋

（
中
国
支
部
）

国
道
２
号
東
広
島
・
安
芸
バ
イ
パ
ス　
全

線
開
通

　

令
和
５
年
３
月
19
日
に
国
道
２
号
東
広

島
・
安
芸
バ
イ
パ
ス
八
本
松
西
Ｉ
Ｃ
〜
瀬

野
西
Ｉ
Ｃ（
延
長
８
・
４
㎞
）と
海
田
東
Ｉ

Ｃ
〜
海
田
西
Ｉ
Ｃ（
延
長
１
・
６
㎞
）が
開

通
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
東
広
島
・
安

芸
バ
イ
パ
ス（
総
延
長
17
・
３
㎞
）は
全
線

開
通
と
な
り
、
広
島
市
と
東
広
島
市
と
の

所
要
時
間
が
約
30
分
短
縮
し
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

国
道
１
９
７
号
大
洲
・
八
幡
浜
自
動
車
道

八
幡
浜
道
路 

開
通

　

令
和
５
年
３
月
25
日
に
愛
媛
県
八
幡
浜

か
わ　
づ

な
な
だ
る

▲ 開通式の様子

▲ 八幡浜道路 八幡浜ICの全景

▲ 記念パレードの様子

▲ 河津下田道路 河津七滝ICランプ橋

（
中
部
支
部
）

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
国
道
４
１
４
号
河
津

下
田
道
路
（
河
津
七
滝
Ｉ
Ｃ
〜
河
津
逆
川

Ｉ
Ｃ
）開
通

　

令
和
５
年
３
月
19
日
に
伊
豆
縦
貫
自
動

車
道
国
道
４
１
４
号
河
津
下
田
道
路
河
津

七
滝
Ｉ
Ｃ
〜
河
津
逆
川
Ｉ
Ｃ（
延
長
３
㎞
）

が
開
通
し
ま
し
た
。

　

国
道
４
１
４
号
の
現
道
は
急
な
カ
ー
ブ

が
多
く
道
幅
が
狭
い
た
め
夏
期
大
型
車
通

行
規
制
区
間
を
設
け
て
い
ま
す
。今
回
の

開
通
で
そ
の
区
間
の
回
避
が
可
能
と
な
り
、

ま
た
、
下
田
ま
で
の
所
要
時
間
が
約
13
分

短
縮
し
ま
し
た
。今
後
、災
害
時
の
緊
急
輸

送
道
路
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
の
国
道
１
９
７
号
大
洲
・
八
幡
浜
自
動

車
道　

八
幡
浜
道
路　

八
幡
浜
東
Ｉ
Ｃ
〜

八
幡
浜
Ｉ
Ｃ（
延
長
３
・
８
㎞
）が
開
通
し

ま
し
た
。こ
の
開
通
で
渋
滞
緩
和
や
、八
幡

浜
と
大
洲
市
と
の
所
要
時
間
の
短
縮
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

八
幡
浜
Ｉ
Ｃ
付
近
で
の
開
通
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
地
元
関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人

が
出
席
し
、和
太
鼓
の
演
奏
、テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、く
す
玉
開
披
、通
り
初
め
な
ど
を
催
し

て
、今
回
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

東
九
州
自
動
車
道
（
清
武
南
Ｉ
Ｃ
〜
日
南

北
郷
Ｉ
Ｃ
） 
開
通

　

令
和
５
年
３
月
25
日
に
東
九
州
自
動
車

道
清
武
南
Ｉ
Ｃ
〜
日
南
北
郷
Ｉ
Ｃ（
延
長

よ
み
た
ん
そ
ん
ど
う 

ひ　
じ
ゃ
ま
き
は
る

お
お

わ
ん



PC プレス　2023 ／ May ／ Vol.031  　26

▲ 北海道大学でのセミナーの様子

令
和
５
年
度
の
本
部
主
催
の

意
見
交
換
会
テ
ー
マ
等
決
ま
る

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、令
和
５
年
度
の
各
発
注

機
関
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、
基
本
と

な
る
提
案
テ
ー
マ
を
次
の
通
り
決
定
し
ま

し
た
。意
見
交
換
会
は
６
月
の
国
土
交
通

省
道
路
局
を
皮
切
り
に
、
各
地
方
整
備
局
、

北
海
道
開
発
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
と
７

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
開
催
予
定
で
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的
な

確
保

②
次
世
代
に
夢
を
つ
な
げ
る
新
規
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
創
生

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

①
総
労
働
時
間
の
削
減

②
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

①
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

②
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

た
Ｃ
Ｏ
2
削
減
効
果
の
高
い
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
部
材
の
利
用
促
進

③
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
の
推
進

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

①
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
技
術
提

案
・
交
渉
方
式
の
更
な
る
発
注
要
請

②
地
方
自
治
体
支
援
要
請
（
国
土
交
通

省
の
直
轄
代
行
業
務
の
更
な
る
推
奨
）

５
．Ｐ
Ｃ
建
築
（
P
C
a
P
C
造
の
建
築
）

　

 

の
推
進

関東
北陸
九州
北海道
関東
関東
関東
北陸
東北
関東
関東

支部名

早稲田大学創造理工学部
富山県立大学工学部
福岡大学工学部
函館工業高等専門学校
前橋工科大学工学部
宇都宮大学地域デザイン科学部
千葉工業大学創造工学部
福井工業高等専門学校
八戸工業大学工学部
宇都宮大学地域デザイン科学部
国士館大学理工学部

学校名開催日

12月 １日
12月 １日
12月 ２日
12月 ７日
12月 ７日
12月 ７日
12月12日
12月12日
12月13日
12月14日
12月15日

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
４
年
12
月
７
日
と
14
日
の
両
日
、

北
海
道
大
学
工
学
部
環
境
社
会
工
学
科
で

「
Ｐ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
北
海
道
土
木
技
術
会

コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
委
員
会
と
の
共
催
で
、

社
会
基
盤
学
コ
ー
ス
と
国
土
政
策
学
コ
ー

ス
の
３
年
生
を
対
象
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
７
日
は
67
人
が
受
講
し
、Ｐ
Ｃ
橋
の
種
類

と
架
設
・
施
工
方
法
、Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い
た

構
造
物
、Ｐ
Ｃ
業
界
で
の
仕
事
内
容
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、
14
日
は
59
人
が
受

講
し
、設
計
会
社
と
施
工
会
社
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
、景
観
を
考
慮
し
た
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の

設
計
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
４
年
12
月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
、

東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学
科
の

２
年
生
１
２
７
人
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学

実
験
」と
題
し
て
緊
張
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
座
学
と
し
て
Ｐ
Ｃ
の
基
礎
、
設
計
、

施
工
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
資
料
や
模
型
な

ど
を
使
っ
て
説
明
し
、身
近
な
Ｐ
Ｃ
構
造
物

の
実
例
な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
緊
張
実
演
で
は
、
大
き

な
音
を
立
て
て
部
材
に
緊
張
が
か
か
る
様

子
に
学
生
た
ち
は
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
４
年
12
月
23
日
に
京
都
大
学
工
学

部
社
会
基
盤
工
学
科
の
３
年
生
31
人
を
対

象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
特
別

講
義
」と
題
し
た
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
、Ｐ
Ｃ
橋
の
概
要
、

形
式
や
施
工
方
法
、最
近
の
Ｐ
Ｃ
技
術
の
動

向
を
説
明
し
た
後
に
、緊
張
実
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
も
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
学

生
た
ち
は
Ｐ
Ｃ
に
大
変
興
味
を
抱
い
て
い
た

よ
う
で
す
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
４
年
12
月
８
日
に
呉
工
業
高
等
専

門
学
校
環
境
都
市
工
学
科
の
２
年
生
47
人

に
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、Ｐ
Ｃ
建
協
の
紹
介
、
橋
梁
模

型
や
実
物
の
Ｐ
Ｃ
板
な
ど
を
用
い
た
Ｐ
Ｃ

技
術
の
模
擬
体
験
、Ｐ
Ｃ
概
論
、Ｐ
Ｃ
構
造

物
の
用
途
例
、
若
手
技
術
者
に
よ
る
仕
事

内
容
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、令
和
４
年
12
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
庁
舎
計
画
に
P
C
a
P
C
造
を
推
進

②
防
災
施
設（
津
波
避
難
ビ
ル
、
人
工
地

盤
、
避
難
タ
ワ
ー
等
）に
P
C
a
P
C

造
を
推
進 
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２月８日

1月23日
 ～2月3日

12月９日
12月９日
12月９日
12月12日
12月15日
12月19日

東北
関西
九州
中部
東北
北海道

福島県橋梁技術講習会
令和4年度奈良県土木技術職員研修
沖縄しまたて協会講習会
PC橋の維持管理技術研修
宮城県土木部職員研修「橋梁設計研修」
令和4年度橋梁担当者会議

福島県土木部
奈良県
（一社）沖縄しまたて協会
（一社）建設コンサルタンツ協会中部支部
宮城県
北海道開発局

24人
21人
28人
200人
33人
47人

東北

四国

30人

46人令和4年度PC技術講習会
※オンデマンドWEB講習

鋼橋・PC橋梁技術研修会

（一社）建設コンサルタンツ協会中国支部、
PC建協
（一財）秋田県建設・工業技術センター、
PC建協

開催日 人数支部名 講習名 主催・共催

▲ 阿南工業高等専門学校の現場見学会の様子

関東
北海道
関東
東北
関西
関東
九州
東北
九州
関東

支部名

中央大学理工学部
北海道科学大学工学部
群馬工業高等専門学校
東北大学工学部
舞鶴工業高等専門学校
日本大学理工学部
琉球大学工学部
秋田大学理工学部
九州大学大学院
群馬工業高等専門学校

学校名開催日

１月６日
１月11日
１月12日
１月17日
１月17日
１月23日
１月24日
１月25日
１月25日
２月16日

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
を
開
催

　
Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
５
年
２
月
14
日
に
新
潟
市
中
央
区

の
ネ
ク
ス
コ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
新
潟
で

開
か
れ
た
「
ネ
ク
ス
コ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

新
潟
勉
強
会（
第
１
回
）（
主
催
：（
株
）ネ

ク
ス
コ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
新
潟
）」
で
Ｐ

Ｃ
技
術
の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
同
社
の
技
術
職
員
30
人
を

対
象
に
、Ｐ
Ｃ
橋
の
概
論
・
材
料
・
架
設

技
術
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
４
年
12
月
１
日
に
三
重
県
明
和
町

の
㈱
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
三
重
工
場
で
中
部

地
方
整
備
局
紀
勢
国
道
事
務
所
の
若
手
技

術
職
員
10
人
を
対
象
と
す
る
工
場
見
学
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
ま
ず
会
議
室
で
Ｐ
Ｃ
の
原
理
と

Ｐ
Ｃ
橋
の
形
式
を
紹
介
し
、Ｐ
Ｃ
橋
の
架
設

工
法
な
ど
を
講
義
し
ま
し
た
。続
い
て
製
作

工
場
内
へ
移
動
し
、
セ
グ
メ
ン
ト
桁
の
製
造

工
程
の
様
子
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、令
和
４
年
12
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。

関東
関東
北海道
東北
関西
北海道
関東
北陸
北陸

支部名

東京都市大学建築都市デザイン学部
東海大学建築都市学部
北海学園大学工学部
岩手大学理工学部
大阪工業大学工学部
北海道科学大学工学部
木更津工業高等専門学校
石川工業高等専門学校
長岡工業高等専門学校

学校名開催日

12月16日
12月17日
12月19日
12月19日
12月19日
12月21日
12月21日
12月21日
12月22日

12月27日
・1月10日 関西 大阪産業大学工学部 12月16日・

23日・2月1日 関東 茨城大学工学部

現
場
見
学
会
を
開
催

　
Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
５
年
１
月
20
日
に
徳
島
県
小
松
島

市
の
横
断
道
江
田
高
架
橋
上
部
Ｐ
Ａ
32-

Ｐ
Ａ
34
の
工
事
現
場
で
、阿
南
工
業
高
等
専

門
学
校
創
造
技
術
工
学
科
建
設
コ
ー
ス
２

年
生
と
教
員
の
29
人
を
対
象
に
現
場
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
３
０
６
ｍ
の
８
径
間
連
結

Ｐ
Ｃ
コ
ン
ポ
橋
の
う
ち
の
75
ｍ・
２
径
間
で
、

幅
員
11
・
２
ｍ
、
架
設
工
法
は
ト
ラ
ッ
ク
ク

レ
ー
ン
架
設
で
す
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
）。

　

当
日
は
施
工
現
場
の
見
学
後
、続
い
て
関

西
ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
の
Ｐ
Ｃ

工
場
へ
移
動
し
、Ｐ
Ｃ
桁
の
載
荷
試
験
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
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第
21
回（
令
和
４
年
度
）

高
校
生「
橋
梁
模
型
」作
品
発
表
会

（
東
北
支
部
）

　

令
和
５
年
２
月
15
日
に
仙
台
市
青
葉
区

の
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
で「
第
21
回（
令
和
４

年
度
）高
校
生「
橋
梁
模
型
」作
品
発
表
会

（
主
催
：
高
校
生
「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表

会
実
行
委
員
会
（
東
北
地
方
整
備
局
東
北

技
術
事
務
所
、Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
が
構
成
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。３
年
ぶ
り
に
実
会
場

で
の
開
催
と
な
り
、大
勢
の
高
校
生
で
会
場

は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
東
北
６
県
の
15
校
か
ら
23
作
品

の
応
募
が
あ
り
、そ
の
う
ち
秋
田
県
立
横
手

清
陵
学
院
高
等
学
校
の「
開
運
橋（
二
度
泣

き
橋
）」が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
各
種
講
習
会
日
程

（
Ｐ
Ｃ
建
協
主
催
）

第
30
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
技
術
講
習
会

【
演
目
】

①『
土
管
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
』

　

㈱
北
條
建
築
構
造
研
究
所　

多
田
卓
二

②『
西
都
市
庁
舎
』

　

㈱
久
米
設
計　

柳
井
健
太
、伊
藤
淳

③『
長
崎
市
新
庁
舎
』

　

㈱
山
下
設
計　

大
塚
直
、小
俵
慶
太

【
特
別
講
演
】

『
東
京
工
業
大
学
和
田
名
誉
教
授
・
竹
内

教
授
の
監
修
の
も
と
、
計
画
・
実
施
さ
れ

た
新
施
設
に
つ
い
て
』

　

東
京
工
業
大
学 
建
築
学
系 

教
授
・
博

士　

竹
内
徹

・
日
時　
７
月
14
日（
金
）13
時
〜
17
時

・
受
講
方
法　

建
築
会
館（
東
京
都
港
区
）

で
の
対
面
方
式
（
東
京
会
場
）
と
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」の
併

用
。さ
ら
に
開
催
翌
日
よ
り
５
日
間
オ
ン

デ
マ
ン
ド
形
式
に
て
録
画
配
信
を
行
う

（
た
だ
し
、
受
講
認
定
及
び
受
講
証
明
書

の
発
行
対
象
は
当
日
分
の
み
）

・
申
込　
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」か
ら
事
前
登
録
し
、
参
加

用
Ｕ
Ｒ
Ｌ（
本
人
専
用
）
を
受
け
取
っ
て

ア
ク
セ
ス

・
質
疑　

当
日
会
場
か
チ
ャ
ッ
ト
に
て
受
付

・
受
講
資
料　
７
月
初
旬
か
ら
Ｐ
Ｃ
建
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・
定
員　

東
京
会
場
２
０
０
人
、
当
日
オ
ン

ラ
イ
ン
受
講
１
０
０
０
人
、オ
ン
デ
マン
ド

受
講
１
０
０
人（
東
京
会
場
、オ
ン
ラ
イ
ン

と
オ
ン
デ
マン
ド
と
も
に
事
前
登
録
制
）

・
参
加
費　

無
料

・
建
築
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
講
習
会 

４
単
位
、
建

築
構
造
資
格
更
新
評
価
点 

５
点
、
適
用

予
定

・
問
い
合
わ
せ　
Ｐ
Ｃ
建
協
事
務
局

（
Ｐ
Ｃ
工
学
会
主
催
）

第
50
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

技
術
講
習
会

【
題
目
】

① 

橋
梁
診
断
支
援
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　

 （
国
研
）土
木
研
究
所  

石
田
雅
博

② 

P
Ｃ
技
術
を
生
か
し
た
機
能
と
造
形   

    （
建
物
紹
介
）

　

 

近
畿
大
学 

教
授 

P
C
工
学
会
理
事

    

岸
本
一
藏

③ 

高
速
道
路
の
取
組
み

　

⑴
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
に
お
け
る
リ
ニ
ュ
ー 

　

ア
ル
工
事
の
取
組
み

　
　

西
日
本
高
速
道
路
㈱ 

大
城
壮
司

　

⑵
首
都
高
速
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
橋
の
健
全

　

度
と
補
修
・
補
強

　
　

首
都
高
速
道
路
㈱ 

益
子
直
人

④ 

鉄
道
の
取
組
み

　-

乗
り
心
地
の
良
い
橋
を
作
る
技
術-

▲ 最優秀賞 開運橋（二度泣き橋）

　

（独）
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

　
機
構 

朝
長
光

⑤ 

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
海
外
の
話
題

　

⑴ 

ｆ
ｉ
ｂ
コ
ン
グ
レ
ス
の
報
告
お
よ
び    

　

fib Aw
ards 2022

の
紹
介

　
　

東
京
大
学 

准
教
授 

長
井
宏
平

　

⑵ 

Ｆ
Ｉ
Ｐ
か
ら
ｆ
ｉ
ｂ
ま
で
の
30
年 

　

 

の
活
動
で
思
う
こ
と

　
　

三
井
住
友
建
設
㈱ 

春
日
昭
夫

⑥ 

日
本
に
お
け
る
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

Ｐ
Ｃ
の
工
業
化
へ
の
流
れ
〜
Ｐ
Ｃ
マ
ク
ラ     

ギ
か
ら
Ｐ
Ｃ
橋
への
展
開（
長
生
橋
、
泰

平
橋
）〜

Ｐ
Ｃ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
委
員
会 

西
垣
義
彦

・
日
時　

６
月
5
日（
月
）〜
26
日（
月
）

・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

（
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
主
催
・Ｐ
Ｃ

工
事
業
協
会
協
力
）

【
名
称
・
開
催
日
・
会
場
】

第
13
回
Ｐ
Ｃ
工
事
技
能
実
習

10
月
17
日（
火
）〜
19
日（
木
）

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

第
7
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
架
設
等
作
業
主

任
者
技
能
講
習

10
月
19
日（
木
）〜
20
日（
金
）

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
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編集後記
　前号（Vol.30）の「明日を築くプロジェクトの風景」に寄稿頂いた西九州新幹線、今号ではルポで訪れました。私は長崎空港からバスで11分の新大村駅か
ら西九州新幹線に乗り込みました。新大村駅から長崎駅、武雄温泉駅はともに15分。長崎、佐賀がぐっと近くになりました。新大村駅前は2024年に複合商
業施設がオープン予定。新幹線とともに町が育っていくといったところでしょうか。
　「名橋をめぐって」では、２つの斜張橋について寄稿頂きました。斜張橋は高い主塔と斜材ケーブルが織りなす景観から、一般の方にもファンが多い橋種
と思います。「明日を築くプロジェクトの風景」では、函館・江差自動車道と函館新外環状道路を紹介頂きました。新線開通により、利便性、安全性が向上し
ているとの声を頂くことは、技術者冥利に尽きるのではないでしょうか。「こんなところにPCが！」では、「軌道スラブ」をご紹介頂きました。世界に誇る日本
の新幹線システムにPC技術が活用されています。車両もかっこいいですが、軌道にも目を向けて頂けたら幸いです。　　　　　　　　         （喜多）

柳橋 則夫（編集委員長）、 石井 一生（副委員長）、　
吉山 誠之（副委員長）、湯山 芳夫、 大信田 秀治、 鈴木 裕二、
八木橋 浩隆、大塚 俊介、  牧　哲史、太野垣 泰博

編集委員会
荒畑 智志（幹事長）、 小谷 仁（副幹事長）、 瀬戸 裕一郎（副幹事長）、
阪田 憲一、 青木 隆昌、 河野 雅弘、 栗川 修、 喜多 俊介、 木村 良輔、浅野 真人、 
勝野 源基、 岡本 修一、 苅部 秀次、 濵野 義則、 武内 涼太朗、 坂田 貴俊

編集幹事会

PC統計（受注実績）

令和4年度用途別受注実績 年度別受注推移

　令和4年度のPC建協会員の受注
高は、新設部門、補修・補強部門共
に高速道路会社の受注が堅調に
推移したことで4,186億円となり、
８期連続の3,000億円越え、令和３
年度から２年連続で4,000億円を
超えました。
　用途別では、道路橋が3,601億
円（前年度3,649億円）、鉄道橋が
284億円（前年度226億円）となり
ました。道路橋の内訳は、新設工事
が1,636億円（前年度1,634億円）、
補修・補強工事が1,965億円（前年
度2,015億円）となりました。

鉄道橋
283.8／6.8%

その他橋梁
7.5／0.2%

容器構造物
62.4／1.5%

建築構造物
142.4／3.4% 防災構造物

12.4／0.3%
マクラギ
41.3／1.0%

その他
35.2／0.8%

道路橋
建築構造物

鉄道橋
防災構造物

容器構造物
マクラギ

その他橋梁
その他

合計
プレテンション
ポストテンション
補修・補強工事

合計
プレテンション
ポストテンション
補修・補強工事

平
成
3年

平
成
4年

平
成
5年

平
成
6年

平
成
7年

平
成
8年

平
成
9年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
2年

令
和
3年

令
和
4年

令
和
元
年

（単位：億円）
7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

合計
プレテンション
ポストテンション
補修・補強工事

合計
プレテンション
ポストテンション
補修・補強工事

（単位：億円）

－合計　－ポストテンション　－プレテンション　－補修・補強工事

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（単位：億円）

－合計　－ポストテンション　－プレテンション　－補修・補強工事

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

4,000

4,500

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

3,012
3,010

3,485

3,395

4,333
4,186

2,054 2,005

1,929 1,806

376350

3,209

1,279
1,638

2,112

2,043
2,270

1,682

434464496

594

373342

400
1,107

876

（単位：億円）

道路橋
3,601.4／86.0%
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